
三番茶芽生育期の
水管理は翌年の
一番茶に影響大!
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茶

多
発
し
、
結
果
的
に
一
番
茶
の
芽
数
の
減
少
と
減
収

を
招
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
特
に
心
配
さ
れ
る
気
象
災
害
は
、
水
不

足
と
高
温
障
害
で
す
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
直
接
的
な

対
策
は
、
や
は
り
か
ん
水
と
な
り
ま
す
。
か
ん
水
の

必
要
性
は
、
pF
値
で
判
断
し
ま
す
。
正
常
pF
値
＝
1.5

程
度
。
こ
の
pF
値
が
2.1
以
上
に
な
る
と
「
か
ん
水
が

必
要
」
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
お
お

い
が
わ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
炎
天
下
に
、
樹
冠
面
の
葉
に
触
れ
て
熱
い

と
感
じ
た
ら
か
ん
水
の
サ
イ
ン
で
す
。
日
中
暑
く
て

も
、
水
分
を
保
持
し
て
い
れ
ば
、
葉
の
温
度
は
冷
た

く
感
じ
ま
す
。こ
の
時
期
の
水
管
理
は
重
要
と
捉
え
、

積
極
的
に
か
ん
水
し
ま
し
ょ
う
。

《
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
Ｈ
Ｐ
》

ト
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
→
営
農
→
Ｊ
Ａ
大
井
川
環
境
保

全
情
報
→
圃
場
選
択
→
気
象
デ
ー
タ
の
表
示

過
去
１
か
月
の
数
値
が
確
認
で
き
ま
す
。

《
病
害
虫
》

　

三
番
茶
芽
は
、
来
年
の
一
番
茶
を
つ
く
る
重
要
な

母
枝
と
な
り
ま
す
。
来
年
の
一
番
茶
へ
の
管
理
は
、
す

で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
防
除
暦
に
基
づ

き
適
期
防
除
を
し
ま
し
ょ
う
。
防
除
は
、
暑
い
時
間

帯
を
避
け
、
涼
し
い
時
間
帯（
葉
焼
け
防
止
・
熱
中
症

対
策
）の
朝
・
夕
に
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
８
月
中
旬
～
下
旬　

チ
ャ
ハ
マ
キ
・
コ
カ
ク
モ
ン

ハ
マ
キ

②
８
月
下
旬
～
９
月
上
旬　

ヨ
モ
ギ
エ
ダ
シ
ャ
ク

③
秋
芽
生
育
期　

チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
・

チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

《
土
壌
肥
料
》

　

二
番
茶
を
摘
採
す
る
と
、
根
の
生
育
と
養
分
の
吸

収
が
活
発
に
な
り
、
三
番
茶
の
準
備
を
始
め
ま
す
。

こ
の
時
期
の
茶
樹
中
の
養
分
は
、
一
番
茶
、
二
番
茶

に
利
用
さ
れ
減
っ
て
い
る
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
養
分

吸
収
が
必
要
で
す
。
施
肥
設
計
に
基
づ
い
て
施
肥
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
一

番
茶
は
早
場

所
を
中
心
に

増
産
傾
向
で

し
た
が
、
昨

年
は
記
録
的

な
減
収
で
し

た
。
減
収
の

要
因
の
ひ
と

つ
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い

る
の
が
、
前

年
三
番
茶
芽

生
育
期
の
干

ば
つ
で
す
。

三
番
茶
芽
生

育
期
で
の
干

ば
つ
は
、
年

内
の
萌
芽
が
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